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は分かったのだから、考えられるだろう」

「う～ん、複雑に絡み合った要求仕様の実現を

管理すること、で良いのでしょうか」

「そう、そういうふうに置き換えれば良い」

といったものの、そこから前に進まない。

構造化手法の時代では「分割」とか「階層化」

といった表現が出やすかったが、最近はこう

いった言葉が日常から遠くなったのかもしれな

い。画面のレイアウトを決めながら、ボタンが

押されたときの処理や、表示領域に展開する

コードを書けば、一つの画面のプログラムが書

けてしまう。そのような状態の中では、コード

を書くことが設計する事に見えてしまうのも無

理はないかもしれない。でも、要求仕様の複雑

さは解消されているわけではないし、設計する

ということの基本的な意味が変わってしまった

わけでもない。

「たとえば、今書こうとしている関数に求めら

れていることが複雑で沢山の処理が含まれてい

るときはどうするかね。悪戦苦闘して当初の考

え通りに１つの関数で書くかね？」

「いえ、そんなことをすれば、ミスも多く発生

してテストに時間が掛かります」

「では、どうするのか？」

「単純な機能の関数に分割して、上位の関数で

条件に合わせて呼び出す形にすると思います」

「そうだね。それが自然な行動だね」

「あ、そうか。設計するということは、分割し

たり階層化したりして、単純な関数の集まりに

してしまうことですか」

「だいたい合っているかな。ただ分割と階層化

は一体だよ」

「ということは、“管理する”ということは、

適切に分割と階層化を繰り返して複雑さを解消

してしまうこと、ということですか」

「一つ補うと複雑さを解消するというところ

で、“決めていく”という行為が入る」

「じゃ、設計書というのは、決めていく過程が

記録されたものということですか」

「中間成果物というのは、きちんと階層化の連

鎖を維持し、変換しながら決定していった経過

が残された文書でもあるんだよ」

「だから、レビューは、変換前の成果物を参考

にするのですね」

「設計レビューは、こうしたきれいな体系が出

来ていれば、きちんとしたレビューができる」

といったところで、レビューと中間成果物の関

係がクリアになったようだ。

「そこで、一歩踏み込んで、十分に

設計された状態というのは、どうい

う状態かわかるかな？」

「それって、要求仕様の段階での複雑

さが解消されている状態ですよね」

「ということは？」

「コーディングの段階では、要求仕様

にあった複雑さや難易度のようなもの

「マスター、“中間成果物”って、いったい何

でしょうか？　メンバーからもしばしば聞かれ

るのですが、うまく答えられなくて」

「ということは、あなたは“中間成果物”と言

える成果物を作っていないということか？」

「基本設計書とか詳細設計書というものは書い

ています。これって“中間成果物”ですよね」

「確かに、それも“中間成果物”だね。起点の

要求仕様書から、最終成果物までの過程に生み

出される成果物だからね」

「一方では、客が求めているものは、動くプロ

グラムだから、それ以外のものは必要ないとい

う意見もあります」

「つまり、“中間成果物”を書く

のはムダだという考え方だね」

「そうです」

「ここでの“ムダ”という発想は、単に“不要

なもの”と言うことだけではないね」

「はい、たぶん書かない方が早い、という意識

も含まれていると思います」

「どうやら、皆さんは“役に立つ中間成果物”

というものを書いていないようだね」

「“役に立つ中間成果物”ですか」

といって考え込んでしまった。

「そもそも、“設計する”ということはどうい

うことか言えるかな？」

「何かの本で読んだことがあります」

「ほう、どんなふうに書いてあった？」

「たしか、複雑さを管理する作業だ、と書いて

あっと思います」

「それで、どういう意味か解ったかね」

「どういう意味って、改めて聞かれると、何と

言ってよいのか・・」

「自分の言葉にして吐けないということは、分

かっていないということだね」

といわれて神妙な顔つきになった。

「じゃ、“複雑さ”というのは何を指している

かわかるかな？」

「要求仕様のことだと思います。あれを実現し

ろとか、動く時の制限や、お互いの動きも絡ん

だりしていますから」

「いいね、これは直ぐに分かったわけだ。それ

に、今のは自分の言葉になっていたね」

といって、少し持ち上げてみた。さぁ、此処か

らが彼自身の頭を回転させる事が出来るか。

「じゃ、“管理する”というのはどういう意味

だろう」

さすがにこの質問には黙り込んでしまった。

日本語の“管理する”という言葉は、非常に厄

介な言葉で、多くの場合、何を意味しているの

か分からないまま煙に巻かれてしまう。その

上、“それって、どういう意味ですか？”と質

問もできない言葉のようです。

「イメージが湧かないかね」

「はい」

「でも、その前は“要求仕様書”だということ

40回め
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が消えている状態ということですか。あっそう

か、だからマスターは、コーディング段階での

生産性を気にしていたわけですね」

「考えが繋がったようだね」

「マスターは、いつも“トップスピード”で書

くということをおっしゃっていましたよね。十

分に設計された状態であれば、それが出来るは

ずですよね。逆に手のひらに汗が滲んでこない

ようだと、設計が不十分だということで、設計

に戻るんですね」

私はじっと彼の顔をみた。確かに設計すること

の意味を理解したような言葉を使っている。十

分に設計された状態であれば、トップスピード

でコードが書ける、と言う認識の部分には問題

はない。だが後半の部分は、果してどこまで分

かっているのか試す必要がありそうだ。

「なかなか良いところまで来たね。だが“手の

ひらに汗が滲まないときには設計に戻る”とい

うところはどこまでイメージできているか？」

「どういうことでしょう？」

「あなた自身の環境の中で、なかなかコーディ

ング作業が進まない状況をイメージしてごら

ん？　実際に、コーディングで立ち止まると

きって、どういう状況かね？」

「データ構造がどうなっていたかとか、データ

要素の取る値の制限などを調べたりします。そ

れと今はこのグローバルデータを更新できるタ

イミングかどうか調べたり、何日か前に、よく

似た関数を書いたような気がしたのでサーチし

たりしますね。関数の呼び出しの深さが気に

なって、ずっと上に辿ることもあります」

「そうやって立ち止まっているんだよね。よく

似た処理をしている関数を見つけたときはどう

する？」

「ある関数の中の１部の処理として組み込まれ

ている場合もあって、その場合は共通する部分

を切り出して独立した関数にしたりします。う

まくいかない時もありますが」

「他に、止まっている状況として、どんな時が

あるかね？」

「そうですね。そこで何を実現すればよかった

のか仕様書から確認したり、他の関数との間で

の機能の分担がどうなっているか調べたりして

います」

「たしかにそれは“設計に戻る”行為だろう

が、“設計書”に戻っているかな？　見ている

のはソースコードじゃないの？」

「そういわれてみれば、確かにソー

ス中心に作業が行われています」

「適切な設計によって生み出された中間成果物

というのは、階層化の変換過程で決定の様子が

記述されていて、そこでの変換ミスをレビュー

で発見でき、設計の詰めが甘いことが判明した

場合でも、その箇所が直ぐに辿れ、その関数で

求められていることが容易に分かり、改めて、

曖昧さや複雑さを解消する対応を済ませて、元

の作業に戻れるもの、として、私は書いてきた

し、それで他の人に遅れを取ったこともない」

カウンターの前で必死に頭を整理している。

「中間成果物が負担に感じるのは、役に立つも

のに成っていないということでしょうか」

「多分、連鎖を持たない不完全なものしか書い

ていないのだろう」　　　　　　　　　■

必要な中間成果物が合理的に連鎖した状態
のプロセスが一番早い。中途半端だとか
えって時間を失うだけだ。
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ば
良
い
わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
現
実
に

は
こ
う
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
組
織
は
必

ず
傾
い
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
一
方
、
政
治
の
世
界
で
の
議
論
は
、
こ

れ
と
は
趣
を
異
に
し
ま
す
。
議
会
の
場
合

は
、
企
業
の
よ
う
に
一
つ
の
目
的
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
「
国

益
を
優
先
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
企
業
の
よ
う
に
誰
も
が
共
有
で
き
る

「
利
益
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
策
に
は
多
面
性

が
あ
っ
て
、
一
方
の
利
益
を
守
れ
ば
、
他

方
の
利
益
を
損
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
議
員
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持

者
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
人
た
ち

で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
「
利
益
代
表
」
な

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
で
は
自
分

た
ち
の
利
益
代
表
を
ど
れ
だ
け
多
く
送
り

込
む
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
議
員

の
方
も
、
自
分
た
ち
を
選
ん
だ
支
持
者
の

思
い
を
満
た
す
こ
と
が
使
命
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
国
の
将
来
に
関
わ
る
思

い
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
単
に
税
金
を
ど

れ
だ
け
分
捕
っ
て
く
る
か
と
い
う
利
益
誘

導
の
思
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
議
員
の

行
動
は
、
支
持
者
の
思
い
の
枠
に
制
限
を

受
け
る
の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
そ
の
た
め
、
議
会
で
行
わ
れ
る
議
論

は
、
ど
ち
ら
の
案
が
優
れ
て
い
る
か
の
主

張
の
張
り
あ
い
に
な
る
の
は
当
然
な
の
で

す
。
そ
こ
で
は
、
相
手
の
案
の
欠
陥
を
一

つ
で
も
多
く
指
摘
し
、
自
分
た
ち
の
支
持

者
に
と
っ
て
不
利
益
が
大
き
い
こ
と
を
示

し
た
り
、
相
手
の
支
持
者
に
も
再
考
を
促

す
よ
う
な
欠
陥
の
存
在
を
浮
き
上
が
ら
せ

る
よ
う
な
議
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
、
国
会
で
は
新
し
い
年
金
法

案
に
つ
い
て
紛
糾
し
て
い
ま
す
。

今
の
年
金
制
度
は
、
全
員
雇
用
、

終
身
雇
用
を
前
提
と
し
て
い
て
、

す
で
に
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
の
に
、
そ
の
根
本
に
は
触
れ

て
い
ま
せ
ん
。
収
入
が
無
く
て
も

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
入
期

間
が
不
足
す
れ
ば
、
年
金
を
貰
え

な
い
制
度
と
は
一
体
何
な
の
か
。

少
な
く
と
も
、
私
に
は
政
府
が
運

営
す
る
「
ね
ず
み
講
」
に
し
か
見

え
な
い
の
だ
が
。

　
こ
う
し
た
年
金
問
題
で
の
国
会

の
議
論
を
見
て
い
て
、
ま
た
、
こ

の
状
況
に
関
し
て
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
で

報
じ
ら
れ
る
国
民
の
感
想
を
見
て
い
て
、

や
は
り
日
本
に
は
「
民
主
主
義
」
が
根
付

い
て
い
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
民
主

主
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
ペ
ー

ジ
で
何
度
か
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
「
議
論
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
触
れ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
「
議
論
」
は
何
の
た
め
に
す
る
の
か
。

そ
れ
は
、
提
案
さ
れ
た
案
に
含
ま
れ
る
欠

陥
を
正
す
た
め
で
あ
り
、
曖
昧
さ
を
質
す

た
め
で
す
。
そ
の
結
果
、
最
初
の
案
が
修

正
さ
れ
、
誰
も
が
受
け
入
れ
る
こ
と
の
出

来
る
案
に
な
る
こ
と
が
一
つ
の
姿
で
あ

り
、
議
論
の
成
果
で
す
。
た
だ
し
、
現
実

に
は
誰
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
案
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
既
得
権
益
に
関

わ
る
も
の
は
、
利
害
が
対
立
し
ま
す
。
諌
早

湾
の
堰
の
よ
う
に
解
決
が
長
引
い
た
場
合

も
、
結
果
的
に
利
害
が
対
立
し
、
両
者
が
受

け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
案
に
ま
と
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
民
主
主
義
に
於

け
る
政
策
決
定
の
ル
ー
ル
と
し
て
「
多
数

決
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
五
〇
％
＋
一
」
で
決
す
る
の
で
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
と
こ
ろ
で
、
「
議
論
」
の
進
め
方
に
二
つ

あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
政
治
の
世

界
で
の
議
論
と
、
企
業
の
よ
う
な
一
つ
の
目

的
を
も
っ
た
組
織
で
の
議
論
で
は
、
そ
の
進

め
方
に
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
民
主
主

義
」
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
ま
ず
、
企
業
に
は
「
利
益
を
上
げ
て
社
会

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
組
織
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。
全
て
の
議
論
は
、
最
終
的
に
は
こ
こ

に
帰
結
さ
せ
る
た
め
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
案
自
体
が
、
企
業
の
目
的
に
適
う

か
、
そ
こ
で
の
手
段
は
企
業
の
目
的
に
適
う

か
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
株
主
も

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
こ
の
議
論
の
場
に
出
さ
れ
る
反
対
意
見
と

い
う
の
は
、
原
案
に
対
す
る
欠
陥
の
指
摘
を

意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
企
業
の
目
的
に
沿

わ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
手
段
で

は
実
現
し
な
い
可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
元
来
、
企
業
の
目
的
は
一

つ
で
す
か
ら
、
議
論
の
中
で
出
た
有
効
な
指

摘
を
取
り
入
れ
て
最
適
の
案
を
再
構
築
す
れ

音音

　
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
見

失
わ
れ
て
久
し
い
。
い
や
、
私
自
身
も

学
校
で
「
学
ぶ
」
こ
と
の
意
味
を
教
え

ら
れ
た
記
憶
は
な
い
。
自
分
で
、
い
ろ

ん
な
本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
世
の

中
に
自
分
を
活
か
す
こ
と
、
自
分
の
人

生
を
精
神
面
で
豊
か
に
す
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

今
は
、
自
分
が
決
め
た
「
終
わ
り
の

姿
」
で
一
生
を
終
え
る
た
め
に
「
学

ぶ
」
と
言
っ
て
も
良
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
学
ぶ
」
目
的
は
他
に

あ
っ
て
も
良
い
。
貧
し
い
時
代
は
、
経

済
的
に
豊
か
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に

そ
の
意
味
を
見
出
し
た
。
だ
が
す
で
に

経
済
的
な
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
た
状
況

の
中
で
、
多
く
の
人
は
「
学
ぶ
」
こ
と

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
利
害
の
対
立
す
る
よ
う
な
政
策
に
対
し
て

は
、
意
見
の
一
致
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
ず
か
に
妥
協
で
き
る
範
囲
に
法
案
が

調
整
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に

は
、
与
党
の
支
持
者
に
有
利
な
法
案
に
な
っ

て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ

れ
は
、
民
主
主
義
と
し
て
は
決
し
て
間
違
っ

て
は
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
不
満
な
ら

ば
、
自
分
た
ち
の
代
表
を
多
く
送
り
込
ん
で

議
会
の
構
成
を
変
え
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
と
こ
ろ
が
日
本
の
国
民
の
多
く
は
、
議
会

で
の
議
論
に
対
し
て
も
、
一
つ
の
優
れ
た
結

論
に
導
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
企
業
で
の
議
論
の
よ
う
に
、
皆
（
よ

り
多
く
の
人
）
が
納
得
す
る
よ
う
な
結
論
に

な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
で
も
現

実
に
行
わ
れ
て
い
る
議
論
は
平
行
線
で
あ

り
、
議
事
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
姿
を

見
て
議
会
に
対
す
る
不
信
感
や
政
治
か
ら
離

れ
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
民

主
主
義
を
勘
違
い
し
て
い
る
証
拠
で
す
。

　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
民
主
主
義
に
於
け
る
政
策
の
決
定
方
法
は

多
数
決
で
あ
り
、
議
論
を
尽
せ
ば
、
誰
も
が

納
得
す
る
よ
う
な
政
策
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
定
期
間
に
行

う
「
選
挙
」
が
民
主
主
義
を
維
持
す
る
た
め

に
最
も
重
要
な
手
段
な
の
で
す
。
　
　
◆

の
意
味
を
見
出
せ
な
い
で
い
る
。
浮
き

草
の
よ
う
に
漂
い
、
流
れ
て
く
る
新
聞

の
見
出
し
や
、
Ｔ
Ｖ
の
画
面
を
す
く
っ

て
い
る
。

　
通
勤
の
電
車
の
中
に
も
、
何
を
学
べ

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

人
を
た
く
さ
ん
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
彼
ら
は
、
「
明
日
や
れ
ば
良
い
」

と
思
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い

や
、
そ
の
言
葉
は
何
年
も
前
に
浮
か
べ

た
が
、
部
屋
の
隅
っ
こ
に
追
い
や
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
間
に
確
か

に
「
学
ん
だ
」
と
言
え
る
も
の
は
何
だ

ろ
う
。

　
そ
れ
で
良
い
の
か
。
そ
れ
で
一
生
を

終
え
て
良
い
の
か
。

　
そ
れ
が
朱
子
の
言
葉
で
あ
る
。

「
謂
う
勿
れ
、
今
日
学
ば
ず
と
も
来
日
あ
り
と
。

　
謂
う
勿
れ
、
今
年
学
ば
ず
と
も
来
年
あ
り
と
。

　
日
月
逝
（
ゆ
）
け
り
、
歳
、
我
と
延
び
ず
。

　
嗚
呼
、
老
い
ぬ
る
哉
、
こ
れ
誰
の
愆
（
あ
や
ま
ち
）
ぞ
。
」

　
　
　
　
　
朱
子
「
勧
学
」

　
　
　
　
（
佐
藤
一
斎
「
言
志
四
録
２
」
講
談
社
学
術
文
庫
よ
り
引
用
）

今月の一言

民主主義と議論のあり方


